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成分名 リン酸マンガンアンモニウム 

英文名 Ammonium Manganese Phosphate 

CAS No. 10101-66-3 

収載公定書 薬添規 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/10101-66-3  

 

投与経路 用途 

一般外用剤   着色剤 

 

１． 単回投与毒性 

動物種 投与経路 LD50(mg/kg 体重) 文献 

ラット 経口 >5000 mg/kg 
１) (BCMA, 1995)， 

２) (Kolorsource Scottsdale Arizona)  

 

以下については該当文献なし 

２．反復投与毒性 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

５．生殖発生毒性 

６．局所刺激性 

７．その他の毒性  

 

８．ヒトにおける知見 

8-1 英国の許容限度量 

① 副作用はほぼ 1 世紀近くの生産期間中報告されず、また口紅の着色料に対して感受性の高

いヒトへの適応時でも報告されていない。鼻や口から吸入する粉塵を吸入許容限度値に関して、

リン酸マンガンアンモニウムはマンガン合成物に換算して 5 mg/m3 以下と推定されている。３) 

(EH 40/94, 1994) 

② 安全衛生庁 The Health and Safety Executive (HSE)： 化粧品工業では，リン酸マンガンアン

モニウムはマスカラやアイシャドーのようなメークアップ化粧品に用いられている。曝露は 25kg 入

り袋から混合機に投入、袋詰、あるいは、その色素を含む製剤の重量測定の作業に起こる。8 時

間平均許用暴露限界値（OSHA PEL）から、その危険性を評価する。そのデータはリン酸マンガン

アンモニウムの 2 つ製品タイプを混合する一企業から得られた。その調合法は、その色素の剤型

は 250kg と 50kg のものであった。その調整過程はおおよそ１月１回実行された。測定対象者は

1999 年に 2人であった。8時間平均許用暴露限界値はそれぞれ0.41 及び 0.21 mg/m3 であった。

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/10101-66-3
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低値の作業は 25kg 入り袋から混合機に投入し（1 回 10-15 分間）とその後混合機からポリセン縁

取されたプラスチック製の 25kg 入り小さい袋へ取り出す（1 回>1.5 時間）ことであった。高値は他の

従業員のものであり、その作業は混合の終了した色素製剤 25kg を混合機から 5kg 入り小袋に詰

替えであり、その作業時間は 1 時間以内であった。局所排気装置は混合作業や取り出し作業の

間に運転していた。作業は排気された部屋内で実施された。呼吸用保護具は両作業時とも着用し

ていた。リン酸マンガンアンモニウムのマンガン含有量は 22%である。したがって、もし、その報告

された成績が単にリン酸マンガンアンモニウム暴露の結果であったとするならば、全粉塵での濃

度 0.41 及び 0.21 mg/m3 はそれぞれマンガン粉塵濃度 0.09 及び 0.05 mg/m3 に等しい。その測

定された粉塵がリン酸マンガンアンモニウムだけであることはありそうもなく、実際のマンガン濃度

はより低いと思われる。その結果、イギリス安全衛生庁はこの事業者がその最大暴露限界選択

のために少しも経費をかけないと考える。４) (WATCH, 2000) 

8-2 米国での暴露防止及び保護措置 

① この色素の製品に対する「ACGIH TLV：米国産業衛生専門家会議で定めた物質ごとの許容

濃度」及び「OSHA PEL：米国労働安全衛生局で定めた許容暴露限度値：８時間平均許用暴露限

界値」はない。有害な粉塵に対する OSHA PEL は全粉塵では 15 mg/m3 であり、肺まで吸入する

粉塵では 5 mg/m3 であると勧告された。勧告された ACGIH TLV は 10 mg/m3.である。５) (Sun 

Chemical Corporation, 2000) 

② FDA での使用許可/評価 

用途と制限｛21CFR73.2775：Subpart C-化粧品 (c)｝  リン酸マンガンアンモニウムは一般に有

色素化粧品、目の周りに使用する化粧品、GMP(Good Manufacturing Practice;医薬品の製造・品

質管理基準)範囲内量における使用では安全である。６) (FDA, 2005)  

FDA は食品との接触使用を目的とする全ての重合体（ポリマー）の着色料としてリン酸マンガンア

ンモニウム(C.I. Pigment Violet 16)の安全な使用に提供する食品添加物規則を改めている。使用

濃度はポリマー重量の 2%を上回らないレベルであること。７) (FDA, 2001) 

8-3 EPA の評価（2004 年８月公表） 

リン酸マンガンアンモニウム（CAS: 10101-66-3)は List No.3 である（未知の毒性の不活性物質。

このリストの不活性成分は潜在的な毒物学的問題のあるとまだ確定されないし，その物質は最小

の毒性評価項目すら求められていない）。８) （EPA, 2004） 

8-4 EU での評価 

ノルウェー、デンマーク及びフィンランドでは、現在、永久の化粧を行っているフィルムに使用する

と報告された色素： リン酸マンガンアンモニウム（Colour index: 77742, Conventional name: 

Pigment violet 16，純度は 95/45/EC に適合）はすべての化粧品への使用が許可されている

（Annex V of the cosmetics directive of the EU）.９) （EPA, 2003） 

8-5 オーストラリアでの使用許可/評価 

リン酸マンガンアンモニウムは、危険成分として評価 4 レベル中（1. Extremely toxic and/or 

carcinogenic - avoid use. 2. Highly toxic - and/or associated with cancer. Replace if possible. 3. 
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Moderately toxic - use with caution. 4. Low toxicity - use with normal care.），レベル３(中等度毒

性 - 注意して使用する)であった。１０) （VOHSC, 1997）, １１) （TGA-ATM, 1999）  
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